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1…2.ワーキングメモリモデル (Models of working memory)
1‐2‐1.記憶の種類
まず,Locke(1690)では,"静観 (静かに観察すること)"と
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Figure S


























































\Atrhen at last his eye opened, there was no gleam of triumph, no shade of anger.
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2‐2.リー ディングスバンテス トにおける得点化法 (Sco‖ng methods)
2…2-1.目的
近年では,ワー キングメモリ課題の信頼性・得点化法などについての研究が進んでい








Friedman&Miyake(2005)では,総正再生数 (total WOrds),正再生率 (propOrtion
21
遠藤 :ワー キングメモリの個人差



































している (Memory capacity (K)=(Hit rate―False alarm)*S t size)。
本研究では,この方法を言語性のワーキングメモリ課題に応用して,日本語版リーデ
ィングスパンテストにおける記憶個数を推定することを第二の目的とする。
























































得点化法      M SD  範囲 歪度  尖度
総I評再生J女         50.87   8.77   23-70   -.21   -.15
■:再生率           0,76    .11  .38- 1.00   ¨ 30   -.02
総正答セット再生数 27.56 13.18   4-70  .83  .34
スバン得点      3.33  .95  1.5-5.0  .23  -.95
歪度の標準誤差=.166,尖度の標準誤差=.330





















総正再生数 正再生率 総正答セット再生数 スバン得点
総正再生数
正再生率 .99**
総正答セット再生数     .89**   .89キ*





得点化法  M   SD  範囲    歪度  尖度
K (2)     1.90  .15  1.20-2.00  -1.80  3.90
K (3)     2.39  .43  1.00-3.00   -.70   .03
K (4)     2.81   .64  1.00-4.00   -.26   -.29
K (5)     3.07  .89  0.60-5.00   -.04   -.37








































K (2)   K (3)  K (4)  K (5)   K(2…5)
K (2)
K (3)    .40**
K (4)    .23**   .45*キ
K (5)    .26・*   .49**   .72・*














四分位値により,成績上位25%に含まれる高得点群 (High score sutteCtS:HSS)51




得点化法 M   SD  範囲
肩訴尋点11洋  糸念I子写生J枚          62.22  3.28    58-70
1再生率            0.90  0.03 0,85- 1.00
総正答セット再生数  45.98 9,72  25-70
スバン得点       4.50 0.57  2.5-5,0
低得点群  総II再生数          39.53  4.91    23-46
1再生率            0.61   0.06 0.38-0.69



























群 得点化法  M SD 範囲
高得点群 K(2)     1.98
K(3)     2,78
K(4)     3.45
K(5)    4.21
K (2-5)    4.44
K (2)     1.79
K (3)     1.90
K (4)     2.07
K(5)    2.13
K (2-5)    2.82
低得点群

























































































































McNamara&Scott(2001),苧阪。西崎 (2 00 Turley―Ames&Whtield(2003)
がある。本研究では,日本語版 リー ディングスパンテスト遂行時における方略利用の個
人差を調べることを目的とする。日本語版 リー ディングスパンテストを用いた先行研究


































































































































































分位値により,成績上位25%に含まれる高得点群 (High score sutteCtS:HSS)32名






















0.22    0.07

































M     O.90     0.71     0.95









































SD .41        .36
0.42 0.54 0.69 0.09















































































































































































得点化法 M   SD   範囲   歪度  尖度
詳]J甦がこ1責    8.24   1.63     3-9  ‐2.09  3.56
静51揮Jを1責   29.69   9.94   0-41  -0.97  0.57





M   SD  範囲   歪度  尖度
致[星彗突;′点    9.17  2.22   3- 13   -0.31  …0.13
岸1詳影尋メ点    18.63  2.38  12-23   ‐0,16   0.18















総 正再 正 再 生     ス パ ン K  K  K  K  K
セ ッ ト
生数    率              得点      (2)    (3)   (4)   (5)   (2-5)
再生数
語 彙
.19     .21     .23     .22    .10   .29・   .12 3   .19
成績
読 解
.16     .15     .16     .17   -.18   .32・   .08  4   .16
成績
合 計








総 正    総 正 答
記憶個数の推定
正再 生    スバ ン K  K  K  K  K
再 生    セ ッ ト
率             得点 (2)   (3)   (4)  (5)  (2-5)
再生数
文 章 .09    .06    ….04   -.02   -.08   -.05  .03  .19    .09
得点
単 語





.27    .26
得点



























































































単語総正再生数      全てのセットを通じて正しく再生できたターゲット語の
総数。
単語正再生率       セットごとに正答率を産出した後,全セットの正答率の平
均を算出したもの。
単語総正答セット再生数  完全に正答できたセット内のターゲット語のみの総数。





推定記憶個数       各文条件における正再生率と,課せられた記憶個数 (文数


















得点化法 M   SD   範囲    歪度  尖度
完答セット数     5.64  3.68   0-15
完答tット再生数    15.96  11.89    0-47
完答スバン得点    2.09  0.98 1.0…4.5
0.54  -0.34














完答セット再生数      .98料






得点化法       M   SD  範囲  歪度  尖度
単詳評聡正評写笙J攻       51.45   9.83  32-69   -0.04  -1.00
単語I再生率          0.76   0.13  .48¨.99   -0.11   -0.93
単語正答セット再生数 27.64 15.93  4-65  0.56 -0.70













単語総正再 単語正再生 単語正答セ ット 単語 スパ ン
生数    率     再生数     得点
単語総正再生数
単語正再生率 .99+■
単語正答セット再生数     .95*・    .95ホ*
遠藤 :ワー キングメモリの個人差





得点化法  M   SD  範囲    歪度  尖度
K (2)      1.79  0.24   1.20-2.00  -0.87  -0.31
K (3)      2.39  0.47   1.20-3.00  -0.53  -0.50
K (4)      2.92  0.70   1,40-4.00  -0.27  -0.78
K (5)      3.18  0.87   1.60-4.80   0.10  -1.23









K (2)  K (3)  K (4)  K (5)  K(2-5)
K(2)
K (3)    .40+十
K(4)    .44・・   ,71料
K (5)    .48=*   .53・十   .76*中





















得点化法 M   SD   範囲    歪度 尖度
正:言呉絲M正雀Fツ枚   56.79    4.68   43…67  -0.44   0.93



















得点化法     M   SD  範囲     歪度  尖度
正謬ミIttF率 (2)    0.81  0.12  0.50- 1.00  -0.40  -0.16
正謬ミI警妻率 (3)    0.88  0.07  0.73- 1.00  -0.06  -0.16
正謬む正径FΣ率 (4)    0.77  0.09  0.60-0.95   0.17  -0.82
正認罰正径FI事 (5)    0.80  0.10  0.48…96  -1.05   1,73
歪度の標準誤差=.32,尖度の標準誤差=.63 ・














四分位値により,成績上位25%に含まれる高得点群 (High score sutteCtS:HSS)14





高得点群 正答セット数      10.07 2.70   6-15
正答セット単語再生数  31.07 9.27  16-47
スバン得点        3.00 1.13 1.0-4.5
正答セット数       2.00 1.41   0-4
正答セット単語再生数   4.27 3.29  10-16



















薦:イ尋点11洋  糸念正評耳」J枚          64.07   2.27     62-69
11再生率             0.93   0.03   0.89-0.99
総正答セット再生数  50.00 7.43   42-65
スパン得点         4.61  0.35    4.0-5,0
低得点群  総正再生数      38.09 3.96   32-44
1再生率            0.58  0.05  0.48-0.64
総正答セット再生数   9.55 3.64    4-14
















1.97  0.07  1.80-2,00
2.86  0.17  2,40-3.00
3.74  0.21  3.40…4.00
4.20  0.32  3.80-4.80
4.56  0.18  4.29-4.93
1.56  0.25  1.20…2.00
1.82  0.33  1.20-2.00
1.95  0.38  1.40-2.60
2.29  0.40  1.60…3.00












































群    得点化法  M   SD範囲




低得点群  正答率 (2)


































正誤(2) 正誤(3) 正誤(4) 正誤(5)
条件
図20.   '
リスニングスバンテストにおける正誤判断正答率の高低得点群成績
リスニングスパンテス トとリーディングスパンテス トの両方を受けた参加者におい





























総 正 正 誤








































.56*  .60*  .58・  .78・・  .72オキ  .72オキ   .70・   .74轟  .36.36
.56*  .60*  .58+  .78摯*  .72キ*  .72・・  .70**   .75林.33
.64中  .66+  .56・72*十  .70キ*  .68*  .67+   .70=中  .47.45
.35 .40 .37  .56*   .52   .53.53 .53
,74Ⅲ
.26 .23




























































り八一サル  チェイニング  単語イメージ 場面イメージ
M      O.43
SD        .38
0.27 0.54




















言語性  視空間性  非効率的 効率的
全員  M
SD
0.71      1.02
.53      .55
0.91   0.81



































































り八―サル  チェイエング  単語イメージ  場面イメージ
種類























1.12     0.87
.48      .52
0.91    1.08
.63     .59
LSS  M
SD
0.54     0.59
.47      .37
0.86    0.27



























































































完 答 完 答




答 総 正 正再




スパ 総 正 正誤
ン得 誤 正 正答










































.31・19.10.01 .06 .03 .24
.17   .53  .57・.15 .08 .08 .07
LST推定記憶
K(2) K(3)  K(4)
LStt I工誤半」断
K(2-5)正誤 誤 正誤 正誤










































.13 .42  .39  .34 -.14
.45   .26  .01  .01  .69・
.21.13
.41
.12  .01  .58*
.48  .04
.21 -.14













































































































































































全文再生   単語のみを抜き出せず文章を報告してしまった場合
5…1‐3.結果




得点化法       M   SD  範囲   歪度  尖度
総正評再生J皮          22.86  2.99     10…28  -1.11  3.06
1:再生率            0.83  0.08  0.47-0.96  -1.41   4.30
総正答セット再生数  16.26 4.15    6-27  0.19 -0.33
















得点化法   M  SD  範囲
77
遠藤 :ワー キングメモリの個人差
試行内エラー  3.14 1.66 0-7
試行外エラー  0.75 1.04 0-4




得点化法  M   SD  範囲   歪度  尖度
K (1)     0.99  0.04  0.8- 1.0  -4.24  16.37
K (2)     1.80  0.22   1.2-2.0  -0.88   -0,08
K (3)     1.78  0.46  0.0-2.6  -0.81    1.64































































23.43      .84
2.71      0.06
22.87      .82
2.70     0.07
22.05      .80






































1.03     0.00
1.06     0.00
0.63     0.00
0.99     0.00
0.52     0.43































































































































得点化法  M SD  範囲    歪度  尖度
維ヽ1算課:夕皮   22.63   4.61    7・-29 -0.65  …0.06





















ェ   ン得
数 ント 点
エラー 記憶個数の推定
試  試 全













パ  .42オ・ .41キ* .30** .28絆―.00 .21  -.02
ン
.19  .37・ネ  .48ⅢⅢ   .52料



































































条件  得点  M   SD   範囲    歪度  尖度
‖質口昌  促]〕枚     35.65   14.46    9-64   0.27  -0.93
スパン     5.35    1.24  2.5-7.5  -0.06  ‐0.96
迪卸昌  個ツ践     18.42    8.28    4-56   1.69   4.95











従来得点 エラー      記憶個数の推定
総正
総 正   答 セ スパ
再 生  再 ッ ト ン得  行 試 行 拿文 K  K  K K
数  生率 再 生 点  内  外  再生 (1) (2) (3)(1…3)
順 個
.13  .14  .11   .04  -.03  .18  -.01   .05  .18 .08   .13
唱 数
ス
パ  。13  .15  .11  .05  -.05  .20  .01  .07  .18 .08   .13
ン
































40.23    5,71
15.81    1.31
33.80    5.21
13.26    1.13
31.76    5.02
12.91   1.18
18.03    3.68
7 08    0.81
20.20    3.90
9 82    0.98
16.43    3.47















































条件 M   SD  範囲   歪度  尖度
1-back   Hit          9.54   1.12  3- 10  ‥3 88 17 62
Miss         O.46   1.12   0-7   3.88   17.62
False alarrn    l.05   1.47   0-6   1.81    3.25
2-back   Hit          5.23  2.53  0- 10  -0.19   ‐0.64
Miss         4.78  2.53  0- 10   0.19   0¨.64




























K    K























































―.24・  ―.23・  ―.20  -.19.11   .05  -.02   .01
.14   .09   .07
-.14  -.09  -.07
.15  .16  .21
-.15 -.16 -.21
. 8   .17  -.02
. 8  -.17   .02
.09  -.04  -.05
―.03  -.02
.03   .02
―.17  .25・  .14
.17  -.26Ⅲ  .14
-.14  - 24キ ー.24・





.02 .14  -.20  -.06  -.11
**は1%水準で有意,ネは5%水準で有意。




77)=1.19, ″s;2‐back, hit:F(2, 77)=1.76, ″s;2-back, miss:F(2, 77)






Hit   Miss
2-back
False alarm Hit Miss False alarm
60歳代
70歳代
M   9.80 0.20
SD   O.40  0.40
M   9.53 0.47























































































7.11    25.8
28.35  39.2-
23.04  34.2-
-59 4  0.93










条件  M   SD  範囲   歪度 尖度
つまり 色     0.23  0.88   0-7
かな    0.37  1.08   0-8
漢字  0.25 0.72  0-4
色     0.84  1.52   0-7
かな   2.56  2.82  0… 13
漢字  2.80 2.81 0-14
6.53 48.91
5,30 34.76
3.4   12.50
2.17 4,74
1.54   2.65





















































ⅢⅢ  ….29中中  _.31キ中 .¨22   .13  .15  .01   0¨ ―.31ⅢⅢ ….31*'
.04  .05  .00   .¨04   -.16‐.20 ―.22
02  .15 -.04   -.01   -.12
93
….21   -28中
―.18  -.30・申
―.18












-25*  ‐.31Ⅲ ―.22 -.33Ⅲ
―.03 ‐.06
―.33拿ホ  ー.35中*  ‐.31事事
.¨26Ⅲ  ….30°中  ¨.37拿ホ ―.22*
.33**  .04 -.05
.23・ ―.07  -.06
-.06  -.09  -.07
.05   13  ¨ 0
.21  .05 ¨ 12































漢字  色  かな
エラー
漢字 色  かな  漢字
60,歳代  M   35.80  63.40
SD   6.00  12.59
70歳代 M  35.16 62.89
SD   4.57  12.76
60.97  .25
13.42  0.52






0.32  0.71   2.18   2.64
0.86  1.33   1.98   3.01
0.14  0.43   2.61   2.64




42.92  83.34  79.38
8.88  50.00  37.32




























0.63  0.05  0.32 1.63
















































































0-7  -0.08  -0.60
0-8  0.39  0.26
0- 10   0.65   0.07
2-26  0.36  ‐0.51




















従来得点 エラー      記憶個数の推定
総 正




リ ッ   .11   .13  .07  -.05  -.18  -.02  -.06  .05  ,18  .06   .12
クス
折 り
紙 パ  .14  .14  .18  .12  .04  -.10  .08  -.03  .16  .12   .14
ンチ
図 形
―.05  ‥.07  .00  -.02  .06  -.14  -.01  -.16  -.06 ….02   ‥.05
分割
単 語
.29壽 .30+Ⅲ .31・・  .19  -.10   .-7  -.19  .14  .25・ .25*  .29キ・
完成
合 計



















































































6‐1.ワーキングメモ リテス トが反映する,ワー キングメモ リの機能差









































































































F:g。3. Schematic representation of the unity and diversity of three executive
func●ons(EFs)Each EF(e.8・・uPdaung)is reaily a combina●on Of what is
common to J!three EFs(commOn EF)and what“sPecnc to that EF(eg,
updating―speciflc ab‖ity)Although Our initial research has focused on three
type5 0f EFs(the left side of the equation)and hOW they relate to other
Psycho!ogical measures of interest,the unity/diversity framew。「k w have
been develoPing fOCuses on the right side of the equation (cOmmOn EF
upda●ng‐sPecinc,and shifting‐specinc abi‖des)so that we can more direcdy
speci″the cOgntive and biologにl underPinnings of the unity and d～ersity
of EFs :n this ngure,the inhibition_sPeCiflC component is absent、because we
hNe Found repeatedly that,once the unity(commOn EF)is acCOunted fon
there is no unique variance left fOr the inhibition_sPeciflC factotl a Point alSO
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回答方法                ,
覚えた言葉を思い出して言う時は,できるだけ,出てきた順番通りに,言つてください。
例えば,
「旅行先は北海道だった」 「本州が一番大きい」 「彼は四国の出身だ」 「九州でラ
ーメンを食べよう」
と出てきたならば,
「北海道  本州  四国  九州」と言つて下さい。
覚えた言葉が思い出せない時は,代わりに,「分からない」「何とか」などと言つてくだ
さい。































































































































































































































































































































(1) 季節 玄関 野球
137
遠藤 :ワーキングメモリの個人差
(2) 洋服 小鳥 建物
4桁
(1) 演劇 憲法 給食 運命
(2)通訳 登山 漢字 水道
5桁
(1)心臓 遠足 印刷 性格 食卓
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き あお ちゃ みどり あか あお
き あお き あか ちゃ みどり
あか みどり あか ちゃ みどリ き
ちゃ あお あお き あお あか
き あか き みどり き みどり
ちゃ あお き みどリ あお き
あお ちゃ ちや みどり
漢字
赤 黄 赤 青 賛 青
赤 緑 青 責 茶
黄 茶 青 茶 緑 茶 青
青 黄 縁 赤 賛
縁 黄 茶 青 黄 赤
茶 青 縁 黄 赤 縁















18)女     {41おとな    0)かかあさん
(7)おばあさん (6)こども
{2)おもい   16}つめたい  (5)もえない
(1)くるい   {3)高い
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